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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
2 * 0 1 1 6 1 2 3 0 4 4 0 2 0 0
3 0 0 4 6 9 2 2 0 0 3 3 0 2 1 0
5 * 0 4 4 11 2 2 3 0 3 3 1 1 1 0
10 0 0 0 0 1 0 0 4 3 0 3 2 1 0 0
13 * 2 6 2 2 2 3 2 2 3 5 1 2 0 0
23 * 0 0 5 5 1 1 0 0 1 1 1 0 1 0
24 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0
32 0 1 2 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0
35 * 0 0 8 15 0 0 5 5 4 9 4 1 3 1
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15 * 0 1 8 11 2 3 1 12 12 24 4 1 1 0
24 * 0 1 4 9 3 5 0 0 0 0 2 3 0 0
29 * 1 6 1 5 5 8 5 0 2 2 1 3 0 0
30 0 2 5 1 5 0 0 3 0 3 3 0 2 1 0
34 * 0 4 1 2 0 0 2 0 1 1 2 0 1 0
50 0 0 0 1 2 0 2 0 1 0 1 1 0 0 0
56 * 1 2 3 11 0 1 4 2 4 6 2 2 1 1
98 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0
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永田 祐也

28

榎本 一輝 10 29
梶井 涼矢 8 34
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中村 翔太 0 2
イビス ニヨキゼラ 18 38
佐々木 隆成 11
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平岡 勇人

天理大学

主審 原田　拓朗 副審 小畑　治

勝ち点6
コ ー ト

戦評
【総括】平成28年度関西学生バスケットボール1部リーグ戦7日目は、天理大学対立命館大学の試合となった。堅いディ
フェンスとセンターを中心としたディフェンスで堅実なバスケットを見せる天理大とガードを中心にした攻守ともに激しい
攻撃力を見せる立命館の試合は、中々点が入らないロースコアの展開となった。前半、両チームともに堅いディフェンス
で相手の攻撃を食い止め、また主にガードやフォワードの所謂小さい選手が試合を作り上げていった。後半、天理大が
堅実なディフェンスと落ち着いた攻撃でリードかと思われたが、立命館の攻撃が爆発。試合の流れをひっくり返し、立命
館に軍配が上がった

【第1ピリオド】第1ピリオドは、天理大#15イ―ヴィのリバウンドショットで幕を開けた。天理大は#15イ―ヴィと#56川田のセ
ンター陣を中心に攻守ともに落ち着いた姿勢で試合を進めていく。対して立命館は#2平岡や#5岸本のガード陣が果敢
に切り込み、天理大のディフェンスをかき回す。両者ともに一進一退の攻防を繰り広げ、中々点差は広がらない。立命館
#2平岡がディフェンスを掻い潜りドライブを決めれば、負けじと天理大#24佐々木が高い身体能力を十分に生かした動き
でディフェンスを引き離す。更に第1ピリオド終盤になると両チームともにセンター陣の激しいリバウンド争いが勃発。ゴー
ル下が混戦状態になり、ファウルが増える。それでも両チームともに一歩も引くことなく、18-15と立命館リードで第1ピリオ
ド終了。

【第2ピリオド】第2ピリオド、天理大は第1ピリオドで調子を上げた立命館のガード陣にプレッシャーをかけていく。再開直
後こそそのプレッシャーに臆した立命館だが、#5岸本や#3服部がプレッシャーを跳ね返すように強気の姿勢で攻めてい
く。しかしそれを黙らすかのように天理大#30梶井が連続3Pシュートを沈め、更に#56川田がバスケットカウント。天理大が
じわじわと差を広げていく。点差を開けたくない立命館は#2平岡のドライブや#35福永のミドルシュートを狙うが、中々
ネットを揺らすことができない。およそ2分もの間スコアが動かなかった立命館だが、攻守ともにリバウンドを獲得すること
で攻撃の機会を増やし、虎視眈々と得点の機会を狙う。前半終了間際、リードする天理大は#24佐々木がフリースローを
沈め、28-23で試合を折り返す。

【第3ピリオド】試合再開すると前半と変わらぬディフェンス合戦となる。堅いディフェンスは天理大の代名詞だが、立命館
もそれに負けず劣らずのディフェンスで天理大の攻撃をしのぐ。しかし天理大は焦らず、#15イ―ヴィがリバウンドを制す
ることで攻撃の機会を増やし、#30梶井や#50安野のミドルシュートや#24佐々木の攻撃的なドライブで点を積み上げる。
しかし立命館も引くことなく、#3服部と#32大野の3P、そして#35福永のインサイドプレイで点差を詰め、4点差まで追いつ
く。更に第3ピリオド終了間際、立命館#23原田がバスケットカウントを決めて1点差にまで詰め寄ったところで第3ピリオド
終了。41-40の天理大が1点差のリードで第4ピリオドに突入する。

【第4ピリオド】第4ピリオドは、再開早々先のピリオドで勢いづいた立命館#35福永の連続得点で試合を再開した。更に
は#23原田のポストプレイや#13西岡のバスケットカウントにより、立命館が連続11得点獲得し、試合の流れを掴む。対す
る天理大はオールコートプレスで試合を作る司令塔にプレッシャーをかけることで立命館の流れを止めにかかる。しかし
それでも立命館の勢いは留まることなく、立命館#13西岡が3Pシュートを沈め、たまらず天理大タイムアウト。このタイムア
ウトで冷静になったか、天理大#24佐々木のシュートを皮切りに着々と得点を決め、ディフェンスでも要所を抑え落ち着き
を取り戻す。一度流れを掴んだ立命館は#3服部が天理大のディフェンスの隙間を掻い潜り、ドライブを着々と決めてい
く。対する天理大も#15イ―ヴィがバスケットカウントを決めるなど反撃の兆しを見せるが、追いつくことはできず、69-60で
立命館が勝利した。
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戦評 川内 菜津美（関西学連）
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PTS

137

試 合 日 2016.09.17

中島 海渡 0

記録 関西学生バスケットボール連盟
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中西 琢斗 0
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大野 巧人

2016年度関西学生バスケットボールリーグ戦

Team / Coach:

合　　　計
21.1% 42.2%RATE

二杉　茂 -
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Team / Coach:
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17.6% 53.1% 80.0%
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谷本 真琴 2
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松浦　拓哉


